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１．はじめに
日本スポーツ協会公認アスレテックトレーナー （以

下；JSPO-AT） は， スポーツ傷害の予防や応急処置， コ
ンディショニングなどスポーツ現場でアスリートが安
全にパフォーマンスを発揮できるようにサポートする
役割を担う資格である。JSPO-AT の資格を取得するた
めには，基本的な知識を問う理論試験と技能を習得し
ているのかを問う実技試験の2つに合格する必要があ
り，実技試験を受けるためには，理論試験に合格しな
ければならない。令和2年度 JSPO-AT 専任教員ミー
ティングの報告によれば， 令和元年度 JSPO-AT 理論試
験の合格率は24.7％と低く， 理論試験に合格するため

に，学生に対して十分な学習支援が必要であった。
2019年12月に中華人民共和国で初めて新型コロナウ

イルス感染症（以下；COVID-19）が確認された。そ
の後，世界中で猛威を振るっており，日本においては
2021年2月27日時点で428,310人が感染し，終息の目途
がたっていない（厚生労働省，2021）。COVID-19が流
行するなか日本においては，2020年4月7日から2020年
5月31日のあいだ緊急事態宣言が発令され，外出の自
粛や施設の使用制限など人々の生活に大きな制限が伴
うこととなった（内閣官房，2021）。大学教育におい
ても同様であり，本学においては，2020年度前期授業
のほとんどを遠隔授業で行うこととなり，学内の入校
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も原則禁止されたことで JSPO-AT を志す学生に対面
形 式 の 学 習 支 援 が 困 難 と な っ た。 し た が っ て，
JSPO-AT 理論試験を控える学生にオンラインによる
遠隔学習支援を実施することが求められた。

Google Forms は，オンラインによる学習支援のツー
ルとして教育現場での利用が期待されている（倉澤，
2018）。このツールは，専門的な知識を必要とせずに
誰でも簡単に無料で使用でき，様々な教育場面で活用
されている（荒川，2019；岸，2018；倉澤，2018；水
野，2019；鈴木，2016；鈴木，2017；田中ら， 2013）。
COVID-19の流行によって，遠隔学習支援を行うこと
が求められるなか，Google Forms を用いて遠隔学習
支援を実施することは，学習機会を提供し，学習意欲
の維持など JSPO-AT を志す学生を支援することに繋
がると考えられた。

そこで本稿では，COVID-19の流行下に，JSPO-AT

を志す学生を対象に Google Forms を用いた遠隔学習
支援の事例を報告する。

２．方法
令和2年度に JSPO-AT 理論試験を受験する9名（男

性6名，女性3名）を対象に5月1日から11月6日の間，
Google Forms を用いて遠隔学習支援を実施した。遠
隔学習支援の内容は，Google Forms を用いて穴埋め
式及び選択式の問題を作成し，対象者に期日までに解
答させた。問題は1週間の解答期間を設け，土曜日に
課題を提示し，自身の都合の良い時間帯を使って翌週
の金曜日までに解答するように指示した。課題を提出
した後には，各問題の正誤答及び解説を確認できる設
定にして，復習ができるようにした。スマートフォン
アプリケーション「LINE」を用いて連絡グループを
学生と教員間で作り，LINE 掲示板に Google Forms の
課題 URL を提示することによって全体に周知をした。
課題の提出期間を終えると学生の課題提出状況を確認
し，LINE の連絡グループに全体の課題提出状況を連
絡し，未提出者がいれば課題を提出するように促し
た。学生からの問題や解説に対する質問などのやり取
りは，LINE を通じて行った。

JSPO-AT 理論試験は，基礎科目（110問）と応用科
目（110問）に分けられる。基礎科目に苦手意識を持
つ学生が本学に多いことから，課題の出題範囲を基礎
科目（［運動器の解剖と機能］［スポーツ外傷・障害の
基礎知識］［健康管理とスポーツ医学］［スポーツと栄
養］［スポーツ科学【トレーニング科学・運動生理学・
バイオメカニクス・スポーツ心理学】］）に限定した。

すべての課題の作成は，JSPO-AT の有資格者で学生
が在籍する大学において JSPO-AT 教育に携わってい
る教員1名（JSPO-AT 教育歴4年）が行った。

5月1日から9月18日までの期間は，穴埋め形式の問
題を出題し，計22回の遠隔学習支援を実施した。1回
あたりの学習支援で出題した問題数は，65±34問で
あった。各分野からの課題出題数は，「運動器の解剖
と機能 ［214問］」「スポーツ外傷・障害の基礎知識

［447問］」「健康管理とスポーツ医学 ［260問］」「スポー
ツと栄養 ［133問］」「スポーツ科学 （トレーニング科学 

［15問］・運動生理学 ［115問］・バイオメカニクス［65
問］・スポーツ心理学 ［47問］）」であった。穴埋め式
の問題では，教科書を熟読させることを狙いとして，
教科書を確認しながら解答しても良いことを伝えた。

9月19日から11月6日までの期間は，計7回の遠隔学
習支援を実施し，基礎科目のなかでも出題数が多いこ
とが報告（西山ら，2021）されている「運動器の解剖
と機能」「スポーツ外傷・障害の基礎知識」「健康管理
とスポーツ医学」の3分野に限定した。各分野からの
課題出題数は，「運動器の解剖と機能［120問］」「ス
ポーツ外傷・障害の基礎知識［116問］」「健康管理と
スポーツ医学［114問］」であった。実際の試験では選
択式で出題されることから，この期間に出題した問題
は，本番を想定して選択式で出題した。1回あたりの
学習支援で出題した問題数は，50問であった。

11月に行なわれた JSPO-AT 理論試験が終了した後
に遠隔学習支援で用いたデバイス，Google Forms の
使いやすさ，課題量，学習支援のメリット，学習意欲
の変化に関するアンケート調査を実施し，収集した
データを単純集計した。

３．結果と考察
１）Google Forms の仕様について

Google Forms の課題を行う際に最も多く用いたデ
バイスについて調査したところ，9名中8名がスマート
フォンと回答していた（表1）。総務省の報告によれば，
20代のスマートフォンの保有率は94.8％，パソコンの
保有率は72.7％であることが報告されており，パソコ
ンの保有率よりもスマートフォンの保有率が高く，20
代のほとんどの者がスマートフォンを所持している

（総務省，2021）。スマートフォンのメリットとして，
パソコンの利用環境に近い情報処理能力を有し（新
保，2012），小型であることから携帯性が高く扱いや
すいことが挙げられる。今回の事例においてもスマー
トフォンを使用して学習支援を受けた学生が多かった



－43－

体育・スポーツ教育研究（第22巻第１号，41－44，2021）

ことから，遠隔学習支援を行う場合には，スマート
フォンの利用を想定して学習支援の方法を検討するこ
とが必要であると考えられる。

Google Forms の使いやすさについて調査したとこ
ろ，「使いやすかった」もしくは「少し使いやすかっ
た」と回答した者が9名中8名であった（表1）。オンラ
イン授業の問題点として，「Word・Excel・PowerPoint

の使用」と回答した学生が66.7％であったことが報告
（川本，2020）されており，ワープロソフトや表計算
ソフトの使い方に不慣れな学生が多い。また，遠隔授
業で機器やシステムの使い方がわからないで困ったこ
とがある学生が少なくとも15.1％いることが報告され
ている（葛城，2021）。このように遠隔学習において
ソフトウェアやシステムの使い方に課題が挙げられて
いるが，Google Forms は解答を入力し，データ送信
を行う際にはボタン一つで課題を提出することがで
き，操作が非常に簡単である。学生が理解しやすく使
いやすいシステムを用いることは非常に重要であると
考えられ，その点で Google Forms は誰でも簡単に使
うことができ，扱いやすい特徴がある。今回の事例に
おいて，Google Forms を使いやすいと感じた者が多
かったことから，学生にとって使いやすいツールを用
いることができていたと考えられる。

遠隔学習支援の課題量について9名中6名が「ちょう
ど良かった」と回答した一方で，3名が「少し多かっ
た」と回答していた。遠隔授業における課題として，
課題量が多くなってしまい，学生が疲弊してしまうこ
とがあげられる（葛城，2021；桑原ら，2020；西野，
2021）。本事例は，JSPO-AT の資格取得を目指す学生
へ授業と別に資格取得に向けた学習支援として課題を

提示したことから，課題の提示によって授業に支障が
出ることや疲弊したりすることが考えられた。今回の
遠隔学習支援において，「ちょうど良かった」と感じ
ていた学生にとっては，適度な課題量であったと考え
られる。しかしながら，学生の中には課題量が多いと
感じた者もいたため，学生個々の目標意識や意欲，学
習状況に応じて課題量を調節するような工夫や仕組み
も遠隔学習支援を行う場合には必要であると考えられ
た。

２）Google Forms を用いた遠隔学習支援の学生へ
の影響について

Google Forms の課題があることで JSPO-AT 理論試
験にむけて学習意欲に変化はあったか聞いたところ，

「意欲が向上した」や「意欲を維持することができた」
と回答した者が9名中8名であった。大学の学生生活調
査によれば，COVID-19の流行による学生の心境や行
動でよくない変化として学習意欲の低下をあげている

（桑原ら，2020）。アンケートにおいて，学習意欲の維
持や向上に繋がったと回答した者が多かったことか
ら，Google Forms を用いてオンラインによる学習機
会を提供したことが学習意欲の向上や維持に繋がった
と考えられる。また本事例では，LINE の連絡グルー
プを使用して課題を掲示し，その際には課題未提出者
の人数など全体の提出状況を連絡し共有するようにし
ていた。そのため，同じ JSPO-AT を志す学生の学習
支援の実施状況がわかり，他の学生の学習状況が把握
できることで学習意欲の維持に繋がっていた可能性が
ある。したがって，対面による学習支援でなくともオ
ンラインによって学習機会を提供することは，学生の

表１　Google Forms を用いた学習支援のアンケート調査［% （人）］

Google Forms の課題を行う際に
最も多く用いたデバイス

スマートフォン

88.9 （8）

パソコン

11.1 （1）

タブレット

0 （0）

携帯電話

0 （0）

Google Forms の使いやすさ 使いやすかった

55.6 （5）

少し 
使いやすかった

33.3 （3）

普通

11.1 （1）

少し 
使いにくかった

0 （0）

使いにくかった

0 （0）

Google Forms を用いた
課題の量

多かった

0 （0）

少し
多かった
33.3 （3）

ちょうど
良かった
66.7 （6）

少し
少なかった

0 （0）

少なかった

0 （0）

Google Forms を用いた
学習支援による学習意欲の変化

意欲が向上した

33.3 （3）

意欲を維持する
ことができた

55.6 （5）

変わらない

11.1 （1）

意欲が下がって
しまった

0 （0）

Google Forms を用いた
学習支援のメリットの有無

あった

100 （9）

なかった

0 （0）
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学習意欲を向上・維持させ，JSPO-AT を志す学生の
支援に繋がっていたと考えられる。

遠隔学習支援のメリットの有無について聞いたとこ
ろ，9名全員が Google Forms を用いた学習支援にメ
リ ッ ト を 感 じ て い た。 荒 川 （2019） の 報 告 で は，
Google Forms を使った試験対策講座が好評であった
理由として，「自分のスマートフォンを使っていつで
もどこでも問題が解けるという状況が好評であった」
と述べている。本事例においてはスマートフォンを利
用して課題に取り組む学生がほとんどであったことか
ら，どこでも自由に課題に取り組むことができたこと
にメリットを感じていたと考えられる。メリットを感
じていた学生の中からは，「移動中などの勉強に使え
た」「スマートフォンなので，どこでもできるという
のは便利だった」「手軽に勉強できる」といった声が
あがっていたことから，Google Forms による遠隔学
習支援を行う利点を活かして，学生の支援ができてい
たと考えられる。

４．まとめ
COVID-19の流行下に JSPO-AT を志す学生に Google 

Forms による遠隔学習支援を行った。その結果，対象
者9名全員が Google Forms による学習支援にメリット
を感じており，8名が学習意欲の維持や向上に繋がっ
たと感じていた。したがって Google Forms を用いた
遠隔学習支援は，学生に学習機会を提供し，JSPO-AT

を志す学生の支援に繋がっていたと考えられる。
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